
６月議会、市長の現況報告であれっと思った箇所があり

ました。次のような内容です。『以前から進めてまいりました

南崎町における認定子ども園の整備につきましては、周辺

道路整備に関する課題等の抜本的な解消ができない状

況にあり、当該土地での事業着手は困難と判断』したとい

うものです（左の写真は南崎町の狭い道路）。

南崎町での認定子ども園の整備が無理なことは、もう何

年も前から分かっていたことですが、市が公式に断念を表

明したのはこれが初めてです。

この問題については、２０１７年４月１０日の市議団ＨＰのブログで、『無理があ

る 南崎の狭い道路状況のところに定員２００人の認定こども園なんて』という記

事を書きました。「周囲の道路はどれも狭い」ことや「今でも対向車があると通行

できないなど地域から苦情が出ているのに、その３倍（現在ある第一愛護園は定

員６０人）もの施設をつくるというのは理解できない。」などと指摘しました。

もう５年も前のことです。

その後、地域での説明会が何度も持たれましたが、この道路問題での懸念は

強く、ついに理解は得られませんでした。事前に地域での聴き取りを行い、事業

を検討するというやり方をしていれば、こんな無理な計画で最後には「断念」する

という事態は起きませんでした。

櫻井市長のトップダウンが招いたお粗末な結末です。

６月４日に野村まち協がほたるを見る会を開催しました。野村まち協では、

地域を流れる竜川という小さな川にカワニナを放し、ほたるを育てています。今

年も見る会を開き、６０人以上の大人と子どもが集まり、ほたるを楽しみました。

スタッフの人が「ほたるが去年の２倍はいる」と言った通り増えていました。

この議会報告は毎月月初めに発行しています 好きです 亀山 住みよい街に
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もう、参院選の結果が出ている。でもニュース作成時は選挙中。通常、月の第

１日曜日に折り込んでいるが、選挙中で紛らわしいのでこの時期に。公職選挙法

はあまりにも制限が多い。選挙はもっと自由であって良い。

さて、皆さんにお願いしました市民アンケートですが、６月末で４０２通に達しま

した。郵送が３３２通（うち服部宛が１２９通）、 Web 上が７０通（６月上旬現在）とな

っています（ Web でのアンケートは今回が初めて）。４年前、同じ１万枚を配付し

て返送が３８１通だったので前回より増えています。まだ返送していない人もいる

と思いますのでもっと増えそうです。

亀山市の世帯数が約２万なので半分の世帯に配付し、有権者数が約３９，００

０人なので１００人に１人以上が回答していただいたことになります。手配りで配

付していただいた皆さんに感謝です。

アンケートを読むと１通１通に想いがこもっています。アンケート結果を分析し、

今後の活動に生かします。回答いただいた皆さん、ありがとうございました。

いただいた意見から一つ紹介します。

『市議会だよりを見るといつも市民の立場に立った良い質疑をされていると高

評価しています。地方で共産党系の議員さんはよくやっていると思います。先に

書きましたが、私はがちがちの保守ですが、実は亀山市議の選挙では、いつも

共産党の方に投票しています。これからも頑張っていただきたいです。』

またアンケートに書かれた相談を取り上げ、市に問い合わせたところ制度の対

象外だと思っていたのが、対象になることがわかり多額の還付が実現した例もあ

りました。ご協力、本当にありがとうございました。

こうきの議会報告



６月議会の一般質問では、東小学校体育館の雨漏り

を取り上げました。まず、服部教育長と櫻井市長に卒業

式が体育館でできずに文化会館でやったことについての

見解を問いました。

服部教育長は、「コロナ対策と、より広い場所でやりた

いということでやった」（市長も同様）と答弁しました。しか

し雨漏りがなければ、迷うことなく体育館でやったのです

からこの答弁はひどすぎます（写真は６月６日の体育館

－水で窓の光が床に写っている）。

次に櫻井市長に体育館の屋根を改修するための予算措置を求めました。市

長は、「（雨漏りが）どのような原因でどのような手法で解消するのか、しっかり見

極める必要がある」、「（その上で）それに対応していく」と答弁しました。具体策が

はっきりしないので何度か再質問をしましたが、いつ、どのようにやるのか最後ま

で明らかにしない答弁でした。東小学校体育館の雨漏りは、この質問の翌日に、

新聞で大きく報道されました。

その後、議会の録画放送をケーブルＴＶで見た当時の関係者の方からメール

が届きました。東小体育館の雨漏りで卒業式ができなかったことに対する教育長

の答弁に「びっくりした」、「好き好んで文化会館でやったわけではない」、「雨漏

りがなければ思い出の校舎がいいに決まっている」と怒りのメールでした。

学校施設で改築や修繕が必要な所はたくさんあります。ところが教育委員会

は改築や修繕ではなく、施設の長寿命化計画の策定に取り組むとしています。

計画を立てるまでもなく、今すぐに手を付けなければならない建物がいくつもあり

ます。東小以外にも亀中の体育館、校舎もそうです。

施設の長寿命化計画の策定は、こうした改修に手を付けないことの口実として

使われているとしか思えません。もっと真剣に向き合うべきです。

６月議会では、市道小野白木線整備事業予算

８，３００万円（全額市負担）が出され大きな議論

になりました。これは太岡寺地内へのコストコの進

出により周辺の交通渋滞が起こることが予想され

るため、その解消のための道路改良（右折レーン

の設置）事業予算で、党市議団として次の３つの

問題点を指摘しました。

一つは、この工事にかかる前に都市計画決定

が必要なこと（９月頃になる予定）、その後、開発

の届出がされ、森林法や砂防法、農地法などいくつもの開発の許可や届けが必

要であり、その中でも亀山市環境保全審議会という重要な審議がなされていな

いことなどの状況下で、議会として予算の議決はするべきではないということで

す。可決すれば議会のチェック機能が果たせなくなります。

２つ目は、道路法第２４条では事業者が全額負担すべき内容の工事だというこ

とです。田村町に進出したビッグや菅内町に進出したオークワサウス亀山店の県

道の道路改良は、県は全額事業者負担にしています。これが道路法第２４条で

あり当たり前なのです。今回のような市が全額負担するという前例をつくれば今

後の同様の事業も市で負担することにつながります。

３つ目は、第２次亀山市総合計画で「緑の健都 かめやま」を大看板にしなが

ら、法令に則り自然環境を保全することよりコストコのできるだけ早期に操業した
のつとり

いという企業要望を優先していることです。シャープ誘致時に、亀山市は環境よ

り開発を優先し、様々な問題を引き起こしたことから何も学ばなかったのでしょう

か。一例をあげれば、造成地に１４０例もの猿の生息が確認されていたのに、それ

を考慮せずに造成工事をしたため、一気に猿を追い出し、現在のようなまちなか

にまで出没する要因となりました。

党市議団は、コストコの進出や右折レーンの設置に反対しているのではなく、

行政としてその前にやるべきことがあるということを指摘しました。この予算案の修

正案を提出しましたが、否決されたためこの予算案には反対しました。


